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DMSP 衛星による磁場観測データから沿磁力線電流を自動同定した結果を用いて、 極域の沿磁力線電流の分布と

電流密度を様々な地磁気活動の条件下で統計的に求めた。  ASY-H index の擾乱時においては正午付近では上向き

沿磁力線電流より下向き沿磁力線電流の方が頻繁に観測され、真夜中付近では下向き沿磁力線電流より上向き沿磁

力線電流の方が頻繁に観測される事が分かった。  これにより正味の沿磁力線電流が昼側から流入し、 夜側から

流出することになり、 電流系の中心は 1100MLT と 2300MLT 付近にあることが高緯度の沿磁力線電流の直接観測か

ら確認された。  電流系発達のメカニズムを探るために正味の沿磁力線電流の電流量を DMSP 衛星から計算し解析

した。  昼側および夜側の正味の沿磁力線電流の電流量が大きいイベントを選び出したところ、 この電流系は磁

気嵐時の主相に現れる事が分かった。  講演では磁気嵐主相時に考えられる電流系発達のメカニズムについて議論

する。 


